
令和7年度補正予算 地域の事業者間連携を通じた物流生産性向上推進事業

【事業実施背景】 
菓子業界はドライバーによるバラ積み、バラおろしが常態化しており、安定供給の維持が課題。しかし、個社単位での解決は限界が
ある為、菓子メーカーが集積する新潟県ではメーカー6社と物流会社3社による「パレット共配プロジェクト」が発足され、輸配送の
共同化・パレット化を推進。本協議会では複数社での共同輸配送の推進と持続可能な運用体制構築に向けたデジタル化を推進する。

パレット共配化に伴うデータハブ・配車機能構築
事業概要

事業内容

協議会名：菓子業界におけるデジタルプラットフォーム構想協議会

本協議会はフィジカルとデジタルの両面で効率化を図る。フィジカル
では複数社積み合わせ輸配送の実施、デジタルではメーカーが共通
利用可能な業界統合データハブと配車計画機能の構築を行う。

Point

【協議会構成員】
幹事会社：丸紅ロジスティクス株式会社

 構成員：新潟県 交通政策局、株式会社栗山米菓、三幸製菓株式会社、
株式会社ブルボン、岩塚製菓株式会社、越後製菓株式会社、
亀田製菓株式会社

【フィジカル面】
新潟メーカー6社による「パレット共配プロジェクト」
にてパレット単位での複数メーカー積み合わせ輸配
送を実現し、将来的な構想である共同TCセンターの
運営等を通じて、共配スキームの構築・拡大を図る。

【デジタル面】
6社共配の取り組みをさらに推進し、納品先拡大を
図る上で必要なデータハブと配車機能の構築を目
指す。それに伴う要件定義、システム導入、および実
用性について検証を行う。

フィジカル・デジタルの両面の取り組みで包括的
な「菓子業界におけるデジタルプラットフォーム」の
ビジネスモデルの構築を目指す。

想定事業実施効果

注1：配送管理システム（Transportation Management System）を指す。
注２：通過型センター（Transfer Center）を指す。
注3：最小管理単位となる商品コード（Stock Keeping Unit）を指す。
注4：倉庫管理システム（Warehouse Management System）を指す。
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